
「地域職域連携について」 
プレゼンスライド 

2010年に 

須崎福祉保健所管内地域職域連携協議会
において説明したもの 



地域職域連携推進協議会 

地域保健法第４条 厚生労働大臣は、地域保健対策の円滑な実施及び総合
的な推進を図るため、地域保健対策の推進に関する基本的な指針（以下「基
本指針」という。）を定めなければならない。 
 
「地域保健対策の推進に関する基本的な指針」 
 第六 その他地域保健対策の推進に関する重要事項  
四  地域保健及び産業保健の連携 
  １  地域保健と産業保健の連携を推進するため、保健所、市町村等が、

医療機関等、健康保険組合、労働基準監督署、地域産業保健センター、事
業者団体、商工会等の関係団体等から構成する連携推進協議会を設置し、
組織間の連携を推進すること。  
  ２  地域保健の保健計画の策定に当たっては、産業保健との連携を図り
つつ、目標、行動計画を立て、それに基づき保健活動を推進すること。  
  ３  健康教育や健康相談等の保健事業及び施設や保健従事者への研修

会などに関する情報を共有するとともに、相互活用等の効率的な実施に配
慮すること。  
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このスタートラインを上げるのが、特定健診・
特定保健指導の役割

下がってくるのをできるだけ
阻止するのが介護予防の役割
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市町村エリア 
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職域・地域連携は広域対応が向いている 
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連携は対象者（住民）のために、関係する領域をつなぐもの 
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市町村で「職域」の人へアプローチするには 

住民としての家庭に着目し、家庭へのアプローチを考えることが早い 
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勤務者に比較的特有な問題 

• 過重労働（疲労蓄積、睡眠時間の減少。循環器→脳
卒中・心疾患、うつ→自殺） 

• 職業性疾病（業務上疾病）や安全衛生上のリスク 仕
事の作業内容や作業環境、安全衛生リスク管理に影
響を受ける病気 

• ストレスによる病気 ことに心理的負担が大な業務、
人間関係によるものやパワーハラスメント等 

• 不規則な勤務時間、不規則な休暇、長い通勤時間、
長時間神経を使う業務など 

• 健診の受診率は高いが、生活習慣改善や要治療時
の医療機関受診の行動を起こす人の割合は低い 

• 職場以外のコミュニティとの接触を持たない人は、退
職後の健康維持に問題が起こる 



自営業者に比較的特有な問題 
• 業務量の過重（疲労蓄積、睡眠時間の減少。循環器→
脳卒中・心疾患、うつ→自殺） 

  多くの人は債務を抱えている。収入も安定しない場合
も多いし、「ビジネスチャンス」には無理をしやすい 

• 職業性疾病 仕事の作業内容や作業環境に影響を受
ける病気 

  個人事業主など、労働安全衛生法の枠外にいると、管
理が甘い（有害業務などに無防備な場合も多い） 

• ストレスによる病気 常に経営の問題があり、経済的な
不安を抱えている場合もあり、生活に関するストレスや、
取引先等との人間関係のストレスなど。組織人と違って
自分を守る盾がない 

• 仕事優先＝家業 で生活習慣、生活様式が犠牲になっ
てしまう など 
 



勤務者へのアクセス 
• 労働安全衛生法レベル 
  法令遵守、積極的安全衛生管理 
• 保険者レベル 
  福利厚生と医療とのリンクによる予防 
• 家庭経由・・市町村レベル 
  家庭を単位で健康増進、疾病予防を展
開 

• 職域・地域連携・・広域レベル 
  健康増進、疾病予防を行う関係者を連携
させる 

 （連携するのはだれのため？あなた・・関
係機関の人のためではありません。対象
者・・住民であり勤務者である人々のため
です） 

  いろんなチャンネルを生かすことが必要 

なお、健保ドック
事業を利用しない
事業所（多数）で
は、職場ではがん
検診は行われな
いので、市町村実
施のものしか受け
られない。 
市町村のがん検
診の対象には大
部分の「労働者」
「健保本人」が含
まれる（被扶養者
はもちろん含まれ
る）。 
市町村のがん検
診は、住民のみな
らず、事業所に対
しても、積極的な
周知、受診勧奨
が求められている。 


